
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 現在マダニが急増しています。※長峰山でスクリーニング検査したマダニ見本を見せて頂きました。 

環境の変化を知らない人には、心の痛みがありません。 

 日本の生物の多様性を脅かす「4 つの危機」から現在の環境状態を概観します。 

 第 1 と第 2 の危機は、昨年度 

触れましたので、本日は 3 と 4 

の危機について見ていきます。 

第 3 の危機、持ち込まれた危機 

マツノザイセンチュウによる松 

枯れ、白馬や大桑まで広がってきている楢枯れ。カシナガキクイムシによるもの。 

※こうした特定外来生物の事例 15種ほどのお話がありました。続いて第 4 の危機、温暖化につい 

て。暖地系のツマグロヒョウモンチョウが 2006 年に越冬していることが判明。 

 

安曇野市 三郷公民館だより 

 

り ん ご 

裏面へ 

 

8 年度三郷祭、開催決定! 

                      -期日-               <会場> 

○ふれあいｺﾝｻｰﾄ 10 月 10 日（土） <三郷中学校講堂> 
 
○市民運動会   10 月 18 日（日） <文化公園グラウンド> 

 
〇文化産業展   10 月 24 日（土）25（日）26 日（月） 

                     <三郷公民館講堂他> 

○菊花展      11 月 2日（月）～ 11月 16日（月） 
                    <三郷公民館ロビー> 

〇芸能発表会   11 月 7日（土）  <三郷公民館講堂> 

 

 

 6 月 19 日(金)に開催され第 1 回三郷祭運営委員会で、三郷祭の実施及

び日程が以下により正式決定しました。 

  三郷祭のそれぞれの行事は、腕に覚えのある自身の特技を表現する場所でもありま

す。一人はもちろん、仲間やグループで誘い合っての参加大歓迎です!! 

 詳しくは全戸に配布される「三郷祭プログラム」をご覧ください。お楽しみに! 

環境教室 続 激変する安曇野生きもの事情 
講師 那須野 雅好さん(安曇野オオルリシジミ保護対策会議代表)  

               (安曇野市生物多様性アドバイザー) 

講演 概要 

第 1の危機(開発など人間活動による危機) 

第 2 の危機(自然への人間活動の縮小による危機) 

第 3 の危機(人間により持ち込まれたものに依る危機) 

第 4 の危機(地球の温暖化による危機) 

令和 8 年(2026)年 7 月号 
三郷公民館 文責 藤松 
住所 安曇野市三郷明盛 4810-1 

電話 77-2109 FAX 77-6060 

回覧 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 月の主な公民館事業の予定 
8/ 1(土) 普通救命講習会 

   6(木) 市民運動会実行委員会 

  9(日)   長野県知事選挙 

  11(火) ふるさと夏祭り<三郷文化公園>

  11(火)23(日) 子ども陶芸教室 

17(月)  まなび隊 小型ドローン体験会 

18(火)19(水)20(木) 夏休みこども講座 

  30(日)  けん玉チャレンジ③ 

 

   

      

 その他、ナガサキアゲハ、蛾のクロメンカタスズメなどの越冬も確認されました。その他

多くの暖地系の虫、外国由来の虫の越冬が確認されるようになっています。これからどうな

っていくのでしょう。 

 オオルリシジミの保護活動を行っているが、ここに来て自然発生数減少が 

続いています。その理由は、高温障害です。地上の温度が 60 度、地中が 30 

度以上の時がある。環境の変化も著しく日中は暑すぎて虫が飛いません。高山 

蝶の暮らしは大丈夫か心配になります。 

 その他、半自然草原が減少し、昆虫の種類が激減している。※半自然草原・・草刈りや火入れ等人

の力が入っている草原。 

 忍び寄る危機。(長峰山の 30 年来の変容について写真で確認しました)2004 年には、ニ

ッコウキスゲやアザミ等在野種の花で覆われていたが、現在は、花がありません。わらび畑

になっています。原因は、鹿の食害です。鹿の食害の増加は、天敵がいないことや温暖化(雪

不足)で越冬頭数の増加が考えられます。熊の人間界への出現は、鹿の食害による餌不足が起

因しています。鹿は環境保全に対する最悪の生物であると感じているところです。 

 森(草原)に入る時には、虫よけスプレーの散布を忘れずに。鹿が媒介するマダニに溢れてい

ますから・・・。                           文責 藤松 

11 月 18 日(水)に「続々激変する安曇野生きもの事情」の講演会を行います。 

☆認知症に対する正しい知識と地域で認知症の人や家族に対して、自分ができる手助けの

方法を学びました。 

 

 ♦一人で悩まず相談できる機関やサービスを利用したいと思う。 

♦相手を変えることはできないので、まず自分の意識や考え、接し方を変えていく必要があると

思った。 

♦居場所、活動の場のこと、施設など知らないことも多かったので、 

相談できる場所がこんなにあるのだと知れてよかった。 

♦認知症で困っている方がたくさんいることに自分だけじゃないん 

だという安心感がもてた。 

♦驚かせない、急がせない、自尊心を傷つけない。 

♦オレンジカフェのなかでの様子を知れて勉強になりました・・・。 

<参加者の感想から> 

講座風景  認知症サポーター養成講座から 


